
診療犠絆改定のポイント
重症愚者向けのペ
、げを大将に減らし、

リハビリ専門職らが

院を斐揺する病
を新設して転換を
す

生活習慣病や認知
症の患者をかかりつ

け医が継続的に診
療する場合に、再診
料や検香などの月
額まとめ払いを導入

藩窟蒜蒜蒜
に樽棒的な医療搾
閥の報酬を上げる

重症患者受け入れ
などを進める訪問密

議ステーションの報
酬を新設する

在
宅
医
療
シ
フ
ト

診
療
報
酬
を
改
定
搬

4
月
か
ら
の
医
貯
サ
†
ビ
ス

の
値
段
が
決
ま
っ
た
。
「
診
療

報
酬
」
を
話
し
合
う
中
央
社
会

保
険
医
狩
協
議
会
で
1
2
日
、
改

定
内
容
が
ま
と
ま
っ
た
∨
迫
り

来
る
「
超
高
齢
・
嘉
死
社
会
」

に
備
え
る
見
直
し
が
い
く
つ
も

盛
り
込
ま
れ
た
。
今
の
病
院
中

心
の
医
療
体
制
で
は
急
増
す
る

高
齢
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

た
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
在

宅
で
支
え
る
仕
組
み
へ
の
転
換

が
迫
ら
れ
て
い
る
。

▼
2
両
＝
2
0
2
5
年
へ
急

務
、
5
面
＝
傭
段
こ
う
変
わ
る

7
5
歳
以
上
の
人
口
は
、
「
団

塊
の
世
代
」
が
こ
の
年
齢
に
達

す
る
2
0
2
5
年
ご
ろ
ま
で
急

ピ
ッ
チ
で
増
え
る
。
医
狩
・
介

護
の
儒
事
奉
る
。
2
5
年

に
は
年
間
死
者
数
が
1
0
年
時
点

の
1
．
・
3
倍
に
あ
た
る
1
5
4

万
人
に
膨
ら
む
見
通
し
だ
。

今
は
8
都
の
人
が
病
院
で
亡

く
な
る
。
だ
が
誓
悪
者

の
急
増
と
同
じ
ペ
ー
ス
で
増
や

す
の
は
、
財
政
事
情
や
人
事
の

面
で
難
し
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
人
生
の
霧
を
穏
や
か
に

迎
え
ら
れ
る
「
死
に
場
所
」
が

足
り
な
く
な
る
恐
れ
が
強
い
。

政
府
が
め
ざ
す
高
齢
者
医
按

の
資
は
「
時
々
入
院
、
ほ
ぼ
在

撃
。
患
者
が
白
宅
や
施
設
で

凝
ら
す
の
を
基
本
と
し
、
入
院

が
必
要
で
も
拡
力
短
期
間
と
す

る
形
だ
。
今
は
、
愚
者
が
賓

に
な
る
と
病
院
に
駆
け
込
み
、

面
倒
を
み
て
も
ら
う
「
病
院
完

結
型
」
が
基
本
。
こ
れ
を
「
か

か
り
つ
け
医
」
や
看
護
肺
が
患

者
を
訪
ね
て
診
療
す
る
「
地
域

完
結
型
」
に
変
え
て
い
く
。

診
按
報
酬
の
改
定
は
こ
の
形

に
誘
導
す
る
手
段
と
な
る
。
在

喝
分
野
で
、
緊
急
往
診
な
ど
の

東
棟
が
あ
る
医
按
機
関
の
報
酬

を
増
や
す
、
と
い
っ
た
促
進
策

を
並
べ
た
。
病
院
で
は
、
症
状

が
重
い
「
急
性
期
」
向
け
患
者

の
ペ
ッ
蓋
に
菅
し
、

「
回
復
期
」
向
け
を
増
や
す
方

向
に
か
じ
を
切
る
。
急
性
期
向

け
の
高
い
報
酬
の
算
定
要
件
を

厳
し
く
す
る
一
方
、
リ
ハ
ビ
リ

を
横
磯
的
に
毒
し
て
退
院
を

促
す
場
合
な
ど
は
優
遇
す
る
。

（石松恒）
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「
か
か
り
つ
け
医
」
主
役

一
高
齢
化
で
医
療
や
介
護
を
必
要
と

す
る
人
が
爆
発
的
に
増
え
る
－
。

「
調
子
は
ど
う
で
す
か
。
ご

飯
は
食
べ
て
ま
す
か
」

4
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
都
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市
部
を
中
心
と
し
た
「
2
0
2
5
年

に
取
り
組
む
医
師
、

「
主
役
」
と
期
待
さ
れ
る
。
診
療

報
酬
改
定
で
は
、
在
宅
医
療
に

積
極
的
な
医
療
機
関
の
報
酬
を

優
遇
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

域
完
結
塾
」
で
提
供
す
る
。

こ
う
し
た
チ
ー
ム
に
よ
る
在

宅
査
察
を
支
援
す
る
た
め
、
厚

問
題
」
へ
の
対
応
が
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
っ
た
。
病
院
中
心
の
形
を
見

直
し
、
「
時
々
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅
」

に
動
き
だ
す
。
た
だ
現
場
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
立
ち
は
だ

かる。

▼
1
面
参
照

ん
（
6
0
）
は
、
隣
接
す
る
柏
市
の

男
性
（
9
0
）
宅
を
訪
れ
、
寝
室
の

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
男
性
に
声

を
か
け
た
。
血
圧
や
心
拍
数
を

測
り
、
聴
診
器
を
胸
に
あ
て
た
。

「
ぜ
ん
そ
く
が
あ
る
ね
。
こ

れ
以
上
悪
く
な
っ
た
ら
入
院
し

な
い
と
ダ
メ
だ
よ
」
。
介
護
に

当
た
る
妻
（
撃
に
伝
え
た
。

男
性
は
認
知
症
で
、
以
前
の

入
院
先
で
は
「
家
へ
帰
り
た

い
」
と
繰
り
返
し
訴
え
た
。
自
宅

で
の
治
療
に
切
り
替
え
る
と
、

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
妻

は
「
何
か
あ
れ
ば
先
生
に
来
て

も
ら
え
る
の
で
心
配
は
な
い
」
。

苛
原
さ
ん
は
週
に
3
日
、
白

宅
や
施
設
に
住
む
お
年
寄
り
の

訪
問
診
療
に
出
向
く
。
受
け
持

つ
の
は
診
療
所
か
ら
車
で
3
0
分

以
内
に
住
む
約
5
0
人
。
本
人
や

家
族
か
ら
の
相
談
は
2
4
時
間
受

け
つ
け
る
。
症
状
が
悪
け
れ

普

を
盛
り
込
ん
だ
。

た
だ
、
医
師
に
と
っ
て
2
4

大
き
鴇
先
進
地
と
い
わ
れ
る

、
松
戸
市
で
も
担
い
手
は
減
っ
て

い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
苛
原

さ
ん
は
「
今
後
は
訪
問
診
療
が

当
た
り
前
に
な
る
。
待
っ
て
い

る
だ
け
の
医
者
で
は
世
の
中
の

期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
」
と
潮

酬
改
定
の
効
果
に
期
待
す
る
。

生
首
個
眉
墨
．
闇
暦
間
対
応
山
．

摩
テ
ー
シ
ョ
ン
の
報

酬
を
増
や
す
。
訪
問
看
護
師
は

頻
繁
に
患
者
の
も
と
を
訪
れ
、

医
師
と
の
橋
渡
し
役
に
な
る
。

だ
が
報
酬
ア
ッ
プ
で
普
及
が

進
む
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

人
材
確
保
が
難
し
い
か
ら
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
の
山
本
か
十
蝶
理

足
り
な
い
。
奪
い
合
い
で
病
院

9
0
歳
男
性
の
自
宅
を
訪
れ
、
診
察
す
る

苛
原
実
医
師
（
奥
）
＝
千
葉
県
柏
市

ば
、
連
携
す
る
地
元
の
病
院
に

一
時
入
院
さ
せ
、
落
ち
着
い
た

ら
在
宅
に
戻
す
。

受
け
持
つ
患
者
の
健
康
状
態

を
日
ご
ろ
か
ら
把
握
し
て
在
宅

医
療
に
取
り
組
む
。
苛
原
さ
ん

の
よ
う
な
「
か
か
り
つ
け
医
」

は
、
国
が
進
め
る
医
療
改
革
の

訪
問
看
護
も
一
翼

お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
場

で
長
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
医
師
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
。

先
進
朋
美
清
華
点
ら
れ
る

」
湘
南
貞
m
メ
デ
ィ
ケ
ア
セ
、
／

タ
ー
」
　
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

は
、
診
療
所
や
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
を
併
せ
持
つ
複
合
型
施
設

だ
。
患
者
の
状
況
に
応
じ
て
医

師
や
看
護
師
、
介
護
士
ら
の
専

門
職
が
チ
ー
ム
を
つ
く
る
。
医

原
や
介
護
、
生
活
の
世
話
ま

で
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
「
地

な
ど
に
と
ら
れ
て
い
る
」
と
指

摘
す
る
。

病
院
改
革
に
懸
念

「
奪
い
合
い
」
は
、
診
療
報

樫
億
僅
儀
導
の
失
敗
が

痙
由
の
一
つ
だ
。
0
6
年
度
、
重

症
の
患
者
向
け
に
看
護
師
を
手

厚
く
配
置
す
る
ベ
ッ
ド
（
急
性

期
病
床
）
に
高
い
報
酬
を
払
う

仕
組
み
を
厚
生
労
働
省
が
導
入

し
た
。
そ
の
後
、
全
国
の
病
院

享

も

、

1

■

■

．

「

．

■

．

t

が
競
っ
て
急
性
期
病
床
に
移
行

し
、
国
の
想
定
を
は
る
か
に
上

回
る
数
ま
で
増
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
、
看
護
師
争
奪

戦
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
、
地

方
都
市
な
ど
で
看
護
師
不
足
に

拍
車
が
か
か
っ
た
。

こ
の
状
況
を
是
正
す
る
た
め

今
回
、
厚
労
省
は
急
性
期
病
床

の
高
い
報
酬
を
算
定
で
き
庵
要

件
を
厳
し
く
し
た
。

急
性
期
病

慄
陰
体
の
筐
心
憶

約
9
万
床
を
2
年
間
で
減
ら
す

方
針
だ
。
こ
れ
で
浮
い
た
人
毛

や
医
療
費
を
、
在
宅
医
療
霊

性
期
を
脱
し
た
患
者
向
け
の
癒

床
に
振
り
向
け
、
急
増
す
曇

齢
者
の
受
け
皿
を
確
保
す
る
加

ら
い
が
あ
る
。

病
院
の
体
制
改
革
は
ス
ム
ー
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2
5
年

仏
テ
ー
マ

り
形
を
見

ノ

ー

濯宅」
衰
格
的

」
は
、
さ

育
は
だ

着
参
照

「
か
か
り
つ
け
医
」
主
役

「
調
子
は
ど
う
で
す
か
。
ご

飯
は
食
べ
て
ま
す
か
」

「
主
役
」
と
期
待
さ
れ
る
。
診
療

報
酬
改
定
で
は
、
在
宅
医
療
に

積
極
的
な
医
療
機
関
の
報
酬
を

優
遇
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

域
完
結
型
」
で
提
供
す
る
。

こ
う
し
た
チ
ー
ム
に
よ
る
在

宅
医
原
を
支
援
す
る
た
め
、

厚

ん
（
6
0
）
は
、
隣
接
す
る
柏
市
の

男
性
（
9
0
）
宅
を
訪
れ
、
寝
室
の

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
男
性
に
声

を
か
け
た
。
血
圧
や
心
拍
数
を

測
り
、
聴
診
器
を
胸
に
あ
て
た
。

「
ぜ
ん
そ
く
が
あ
る
ね
。
こ

れ
以
上
悪
く
な
っ
た
ら
入
院
し

な
い
と
ダ
メ
だ
よ
」
。
介
護
に

当
た
る
妻
（
撃
に
伝
え
た
。

男
性
は
認
知
症
で
、
以
前
の

入
院
先
で
は
「
家
へ
帰
り
た

い
」
と
繰
り
返
し
訴
え
た
。
自
宅

で
の
治
療
に
切
り
替
え
る
と
、

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
妻

は
「
何
か
あ
れ
ば
先
生
に
来
て

も
ら
え
る
の
で
心
配
は
な
い
」
。

苛
原
さ
ん
は
週
に
3
日
、
自

宅
や
施
設
に
住
む
お
年
寄
り
の

訪
問
診
療
に
出
向
く
。
受
け
持

っ
の
は
診
療
所
か
ら
車
で
3
0
分

以
内
に
住
む
約
5
0
人
。
本
人
や

家
族
か
ら
の
相
談
は
2
4
時
間
受

け
つ
け
る
。
症
状
が
悪
け
れ

ば
、
連
携
す
る
地
元
の
病
院
に

一
時
入
院
さ
せ
、
落
ち
着
い
た

ら
在
宅
に
戻
す
。

受
け
持
つ
患
者
の
健
康
状
態

を
日
ご
ろ
か
ら
把
撞
し
て
在
宅

医
療
に
取
り
組
む
。
苛
原
さ
ん

の
よ
う
な
「
か
か
り
つ
け
医
」

は
、
国
が
進
め
る
医
療
改
革
の

大
き
い
。
先
進
地
と
い
わ
れ
る

、
松
戸
市
で
も
担
い
手
は
減
っ
て

い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
苛
原

さ
ん
は
「
今
後
は
訪
問
診
療
が

当
た
り
前
に
な
る
。
待
っ
て
い

る
だ
け
の
医
者
で
は
世
の
中
の

期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
」
と
潮

酬
改
定
の
効
果
に
期
待
す
る
。

訪
問
看
護
も
一
翼

お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
場

で
長
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
医
師
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
。

酬
を
増
や
す
。
訪
問
看
護
師
は

頻
繁
に
患
者
の
も
と
を
訪
れ
、

医
師
と
の
橋
渡
し
役
に
な
る
。

だ
が
報
酬
ア
ッ
プ
で
普
及
が

進
む
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

人
材
確
保
が
難
し
い
か
ら
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
の
山
本
五
十
年
理

T

■

、

．

ノ

r

ト

な
ど
に
と
ら
れ
て
い
る
」

摘
す
る
。

病
院
改
革
に
懸
念

「
奪
い
合
い
」

は
、
診
療
報

タ
ー
」
　
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

は
、
診
療
所
や
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
を
併
せ
持
つ
複
合
型
施
設

だ
。
患
者
の
状
況
に
応
じ
て
医

師
や
看
護
師
、
介
護
士
ら
の
専

門
職
が
チ
ー
ム
を
つ
く
る
。
医

療
や
介
護
、
生
活
の
世
話
ま

で
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
「
地

痙
由
の
三
だ
。
0
6
年
度
、
重

症
の
愚
者
向
け
に
看
護
師
を
手

厚
く
配
置
す
る
ベ
ッ
ド
（
急
性

期
病
床
）
に
高
い
報
酬
を
払
う

仕
組
み
を
厚
生
労
働
省
が
導
入

し
た
。
そ
の
後
、

全
国
の
病
院

が
競
っ
て
急
性
期
病
床
に
移
行

し
、
国
の
隠
定
を
は
る
か
に
上

回
る
数
ま
で
増
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
、
看
護
師
争
奪

戦
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
、
地

方
都
市
な
ど
で
看
護
師
不
足
に

拍
車
が
か
か
っ
た
。

こ
の
状
況
を
是
正
す
る
た
め

今
回
、
厚
労
省
は
急
性
期
病
床

の
高
い
報
酬
を
算
膚
頃

件
を
厳
し
く
し
た
。

急
性
期
病

慄

屋

約
9
万
床
を
2
年
間
で
減
ら
す

方
針
だ
。
こ
れ
で
浮
い
た
人
手

や
医
療
費
を
、
在
宅
医
療
や
急

性
期
を
脱
し
た
患
者
向
け
の
病

床
に
振
り
向
け
、
急
増
す
る
高

齢
者
の
受
け
皿
を
確
保
す
る
ね

ら
い
が
あ
る
。

病
院
の
体
制
改
革
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
の
か
。
見
直
し
論
議

で
は
、
医
療
界
か
ら
「
急
性
期
病

床
の
急
な
削
減
は
現
場
を
混
乱

さ
せ
る
」
と
の
慎
重
論
が
相
次

い
だ
。
厚
労
省
内
に
も
「
9
万
床

減
る
か
は
や
っ
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
」
と
の
声
が
漏
れ
る
。
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急な往診などに積極
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地域に即した政策を

住民の意識変革必要

医
療
費
増
大
足
り
ぬ
人
手

院退

▲
…
…
…
：
：
≡
．

…
：
…
…
…
…
・
▼

大
都
市
は
お
年
寄
り
で
あ
ふ

れ
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

追
い
つ
か
な
い
。
高
齢
の
患
者

の
「
た
ら
い
回
し
」
も
た
び
た
び

6
5
歳
以
上

う
l
　
ち
7
5
歳
以
上

腎臨捌畝
閂
」

轡訝劉
日
．
．
一

頃
＝
．
‖
二

起
き
、
住
宅
地
や
団
地
で
は
孤

独
死
が
日
常
茶
飯
事
に
－
。

「
2
0
2
5
年
問
題
」
に
何

も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
そ
ん

な
危
機
が
起
き
か
ね
な
い
。
各

種
の
デ
ー
タ
は
そ
の
こ
と
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。

∴
詣
以
上
の
「
恩
高
潮

者
」
は
1
3
年
時
点
で
1
5
6
0

万
人
。
国
の
推
計
で
は
、
「
団

塊
の
贋
上
皿
侵
屋
謄
陰

京
で
1
・
6
倍
、
埼
玉
で
2
倍
し

千
葉
は
1
・
9
倍
と
大
き
い
。

一
方
、
人
口
当
た
り
の
医
師

数
は
埼
玉
、
千
葉
が
全
国
桑
畑

の
水
準
。
高
齢
者
数
に
対
す
鼠

介
護
施
設
の
定
員
数
は
東
京
湘

最
少
で
、
神
奈
川
、
千
葉
が
臆

く
。
需
要
の
伸
び
に
供
給
が
泊

い
つ
か
な
い
の
は
確
実
だ
。

l

・

1

t

j

あ

じ

財
政
も
圧
迫
す
る
。
1
人
址

た
り
の
医
療
費
で
み
る
と
、

1
7
9
万
人
に
膨
ら
む
。
医
療
・

介
護
の
必
要
度
が
高
い
後
期
高

齢
者
の
急
増
は
、
特
に
首
都
圏

で
影
響
が
大
き
い
。
1
0
年
時
点

か
ら
2
5
年
ま
で
の
伸
び
は
、
東

医
療
制
度
に
詳
し
い
高
橋
泰
・
国
際
医
療

福
祉
大
教
授
の
話
　
今
後
、
日
本
で
は
若
い

世
代
が
減
り
、
高
齢
者
が
さ
ら
に
増
え
る
。

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
若
い
世
代
に
と

っ
て
必
要
性
が
高
い
急
性
期
病
床
を
減
ら

し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
方
向

性
が
は
っ
き
り
打
ち
出
さ
れ
、
評
価
で
き

に
打
撃
を
受
け
る
病
院
も
あ
る
。

国
民
か
ら

す
れ
ば
、
病
院
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
府
は
丁

寧
な
説
明
が
必
要
だ
。

診
療
報
酬
は
全
国
一
律
で
、
地
域
ご
と
の

課
題
に
は
対
応
し
つ
ら
い
。
今
は
人
口
当
た

り
の
医
療
が
最
も
薄
い
の
に
、
後
期
高
齢
者

が
大
き
く
増
え
る
埼
玉
や
千
葉
の
よ
う
な
地

域
で
は
、
病
院
や
医
原
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
す

な
ど
別
の
手
当
て
も
必
要
だ
。
急
性
期
病
床

を
減
ら
し
て
浮
い
た
人
手
や
ベ
ッ
ド
を
高
齢

者
に
振
り
向
け
る
な
ど
、
政
策
を
総
動
員
し

て
至
急
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

太
田
秀
樹
・
全
国
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

連
絡
会
事
務
局
長
の
話
　
在
宅
医
療
は
地
域

間
の
格
差
が
大
き
い
。
厚
労
省
の
2
0
1
1

年
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
自
宅
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
で
亡
く
な
っ
た
数
を
死
亡
総
数
で
割
っ

た
「
在
宅
看
取
り
率
」
は
、
全
国
の
市
区
町

村
で
0
～
5
0
％
超
と
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

在
宅
医
療
を
進
め
る
に
は
、
医
師
だ
け
で

な
く
訪
問
看
護
師
や
介
護
士
ら
の
チ
ー
ム
に

よ
る
ケ
ア
が
欠
か
せ
な
い
。
「
家
族
が
介
護

で
き
な
い
」
と
の
理
由
で
、
お
年
寄
り
が
白

宅
で
暮
ら
せ
な
く
な
る
こ
と
も
多
い
。
隣
近

所
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
年
寄
り
を
見

守
り
、
助
け
合
う
地
域
を
作
り
、
皆
で
支
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

住
民
に
は
意
識
変
革
が
求
め
ら
れ
る
。
軽

い
発
熱
や
外
傷
で
救
急
車
を
呼
ん
で
入
院
す

れ
ば
、
か
え
っ
て
体
が
弱
く
な
る
こ
と
も
あ

る
し
、
本
当
に
入
院
が
必
要
な
人
が
入
院
で

き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
点
滴
や
手
術
の

必
要
が
な
い
骨
折
な
ど
の
治
療
は
、
在
宅
で

も
十
分
対
応
で
き
る
と
知
っ
て
ほ
し
い
。

歳
以
上
は
年
間
8
9
万
円
で
、
鰐

歳
未
満
の
5
倍
超
。
費
用
を
庸

か
な
う
の
は
容
易
で
は
な
い
。

後
期
高
齢
者
の
増
加
と
同
日

ペ
ー
ス
で
医
師
や
看
護
師
、
久

護
職
を
増
や
す
こ
と
は
、
ぼ
州

不
可
能
だ
。
今
と
同
じ
よ
う
ふ

サ
ー
ビ
ス
は
期
待
で
き
な
い
。

厚
労
省
が
旗
を
振
る
在
宅
嚢

の
医
療
改
革
は
、
こ
う
し
迄

采
へ
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
対
顕

と
い
う
色
合
い
が
濃
い
。
「
加

増
す
る
高
齢
者
の
受
け
皿
を
帖

硬
的
コ
ス
ト
が
低
い
在
宅
医
湖
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住民の意識変革必要

医
療
費
増
大
足
り
ぬ
人
手

大
都
市
は
お
年
寄
り
で
あ
ふ

れ
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

追
い
つ
か
な
い
。
高
齢
の
患
者

の
「
た
ら
い
回
し
」
も
た
び
た
び

6
5
歳
以
上

、

－

し

」

　

．

1

起
き
、
住
宅
地
や
団
地
で
は
孤

独
死
が
日
常
茶
飯
事
に
－
。

「
2
0
2
5
年
問
題
」
に
何

も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
そ
ん

な
危
機
が
起
き
か
ね
な
い
。
各

種
の
デ
ー
タ
は
そ
の
こ
と
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。

幸
三
圭
≒
‥
“
T
∵
＝
三

万
人
。
国
の
推
計
で
は
、
「
団

塊
の
贋
廃
除
旺
垣

1
7
9
万
人
に
膨
ら
む
。
医
療
・

介
護
の
必
要
度
が
高
い
後
期
高

齢
者
の
急
増
は
、
特
に
首
都
圏

で
影
響
が
大
き
い
。
1
0
年
時
点

か
ら
2
5
年
ま
で
の
伸
び
は
、
東

ロ
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
府
は
丁

が
必
要
だ
。

廓
は
全
国
一
律
で
、
地
域
ご
と
の

蔚
応
し
っ
ら
い
。
今
は
人
口
当
た

が
最
も
薄
い
の
に
、
後
期
高
齢
者

増
え
る
埼
玉
や
千
葉
の
よ
う
な
地

病
院
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
す

手
当
て
も
必
要
だ
。
急
性
期
病
床

そ
浮
い
た
人
手
や
ベ
ッ
ド
を
高
齢

向
け
る
な
ど
、
政
策
を
綺
動
員
し

▼
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

太
田
秀
樹
・
全
国
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

連
絡
会
事
務
局
長
の
話
　
在
宅
医
療
は
地
域

間
の
格
差
が
大
き
い
。
厚
労
省
の
2
0
1
1

年
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
自
宅
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
で
亡
く
な
っ
た
数
を
死
亡
総
数
で
割
っ

た
「
在
宅
看
取
り
率
」
は
、
全
国
の
市
区
町

村
で
0
～
5
0
％
超
と
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

在
宅
医
療
を
進
め
る
に
は
、
医
師
だ
け
で

な
く
訪
問
看
護
師
や
介
護
士
ら
の
チ
ー
ム
に

よ
る
ケ
ア
が
欠
か
せ
な
い
。
「
家
族
が
介
護

で
き
な
い
」
と
の
理
由
で
、
お
年
寄
り
が
白

宅
で
暮
ら
せ
な
く
な
る
こ
と
も
多
い
。
隣
近

所
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
年
寄
り
を
卑

守
り
、
助
け
合
う
地
域
を
作
り
、
皆
で
支
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

住
民
に
は
意
識
変
革
が
求
め
ら
れ
る
。
軽

い
発
熱
や
外
傷
で
救
急
車
を
呼
ん
で
入
院
す

れ
ば
、
か
え
っ
て
体
が
帝
く
な
る
こ
と
も
あ

る
し
、
本
当
に
入
院
が
必
要
な
人
が
入
院
で

き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
点
滴
や
手
術
の

必
要
が
な
い
骨
折
な
ど
の
治
療
は
、
在
宅
で

も
十
分
対
応
で
き
る
と
知
っ
て
ほ
し
い
。

京
で
1
・
6
倍
、
埼
玉
で
2
倍
、

千
葉
は
1
・
9
倍
と
大
き
い
。

一
万
、
人
口
当
た
り
の
医
師

数
は
埼
玉
、
千
葉
が
全
国
最
少

の
水
準
。
高
齢
者
数
に
対
す
る

介
護
施
設
の
定
員
数
は
東
京
が

最
少
で
、
神
奈
川
、
千
葉
が
続

く
。
需
要
の
伸
び
に
供
給
が
追

い
つ
か
な
い
の
は
確
実
だ
。

∵
財
政
も
圧
迫
す
る
。
1
人
当

た
り
の
層
囁
讐
ふ
る
と
、
7
5

歳
以
上
は
年
間
8
9
万
円
で
、
6
5

歳
末
満
の
5
倍
超
。
費
用
を
ま

か
な
う
の
は
容
易
で
は
な
い
。

後
期
高
齢
者
の
増
加
と
同
じ

ペ
ー
ス
で
医
師
や
看
護
師
、
介

護
職
を
増
や
す
こ
と
は
、
ほ
ぼ

不
可
能
だ
。
今
と
同
じ
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
は
期
待
で
き
な
い
。

厚
労
省
が
旗
を
振
る
在
宅
重
視

の
医
療
改
革
は
、
こ
う
し
た
将

来
へ
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
対
応

と
い
う
色
合
い
が
濃
い
。
「
急

増
す
る
高
齢
者
の
受
け
皿
を
比

較
的
コ
ス
ト
が
低
い
在
宅
医
療

に
移
せ
ば
、
医
療
費
や
人
手
を

あ
ま
り
増
や
さ
ず
に
何
と
か
乗

り
切
れ
る
」
と
厚
労
省
は
み
る
。

た
だ
、
診
療
報
酬
見
直
し
だ

け
で
、
大
都
市
と
地
方
で
大
き

く
異
な
る
事
情
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
の

た
め
、
政
府
は
新
し
い
手
法
も

取
り
入
れ
る
。
訝
矧

し、

地
元
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
見

通
し
て
整
備
計
画
を
作
る
▽
個

々
の
医
療
機
関
が
持
つ
ベ
ッ
ド

い
っ
た
権
限
を
与
え
る
方
針
。

1
2
日
に
は
新
制
度
を
盛
り
込
ん

だ
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

た
だ
、
こ
う
し
た
や
り
方
で

2
5
年
に
間
に
合
う
の
か
、
厚
労

省
白
身
も
自
信
を
持
て
て
い
な

い
の
が
実
情
だ
。
同
省
幹
部
は

「
医
療
機
関
や
患
者
が
ど
う
動

く
か
が
予
想
し
に
く
い
。
検
証

や
実
態
把
握
を
し
な
が
ら
少
し

ず
つ
方
向
づ
け
し
て
い
く
」
。

（
石
松
恒
、
辻
外
記
子
、
高
橋
健
次
郎
）


